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１．阪神・淡路大震災での地下街の被害状況

○

 

阪神・淡路大震災での地下街の被害状況

神戸市内には、「さんちか」、「メトロこうべ」、「デュオこうべ」の3 つの地下街があり、三宮にある「さんちか」では、

 
震度７以上の分布域に位置し、とくに大きな地震動を受けた。
しかしながら、各地下街とも、地震による構造物の被害は、部分的なひび割れが生じた程度の軽微な被害であ

 
り、この地震以降に整備された阪神・淡路大震災クラスの地震動に対応した現在の耐震設計に準じた耐震性能

 
の照査までは行っていないにも関わらず、構造物全体が崩壊に至るような大きな被害は発生していない。

○

○

19,109 6,113 11,442
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１．阪神・淡路大震災での地下街の被害状況

○

 

阪神・淡路大震災での地下街の被害状況

・さんちかにおいて、店舗先の天井化粧板が一か所落下しているが、他の地下街も含め、それ以外の天井板の落下は見当たらない。
また、通路上空の天井板自体は落下している事例はない。

・なお、さんちかは、２カ月後に営業を再開。

さんちかの被害状況 デュオこうべの被害状況
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２．東日本大震災での地下施設の被害状況

○

 

地下鉄南北線

運行に影響が出る大きな被害は八乙女駅から黒松駅間の高架橋構造の部分に集中し、その他の地下構造部

 
分には大きな損傷はなかった。
地震の直後は地下鉄全てで停電し、駅構内も非常灯を除いて全ての証明が停止した。
お客様が地震の揺れ自体でパニックを起こすこともなく、駅係員による誘導により全員の地上への避難が特に

 
大きな問題もなく完了している。

○

○

○

○

 

仙台駅前自由通路

出入り口に繋がる一部のジョイント部分からの少量の漏水が発生した程度で、その他構造物については微少の

 
クラックが見られたものの大きな被害は発生していない。
お客様に大きなパニックは生じなかったものの、停電が発生したために証明が非常灯を除いて全てダウンしたこ

 
とで、全てのお客様を地上に退避させた上で一時閉鎖したとのこと。
駅前ペデストリアンデッキの一部損壊により旅客避難に問題が発生したため、健全な状態であった地下通路へ

 
の避難も検討されたが、電源の確保が困難であったため見送られたとのこと。

○

○

○

「東日本大震災に伴う仙台地区

 

地下空間調査報告（酒井喜市郎、堀地紀行、簗瀬範彦、岩波基、西田幸夫、宮沢一雄、粕谷太郎）」（地下空間シンポジウム論文・報告集第17巻）
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（参考）東日本大震災における天井脱落被害


	地下街等の被災状況等について
	１．阪神・淡路大震災での地下街の被害状況
	１．阪神・淡路大震災での地下街の被害状況
	２．東日本大震災での地下施設の被害状況
	（参考）東日本大震災における天井脱落被害

